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第 1 章 WZW3 の概要と新機能

本章では WZW3 の概要と、注目すべき新機能の中から、(1)「Microsoft Word ファイル（docx）形式対応」、(2)
「タイプライターモードの実装」、(3)「プレーンモードの導入」、(4)「マークダウン（Markdown）の貼り付け」
の 4 つを説明します。

1-1. WZW3 の概要

WZW3 は、Windows パソコンで利用できるテキスト形式のファイルと、Microsoft Word ファイル（Word 2007 
以降の docx 形式）に対応した、文章作成に特化した高速・高機能なテキストエディタです。

小説、記事、論文といった原稿類を、Windows パソコンで快適に執筆・閲覧できるのが特⻑です。

テキストエディタでありながら、⻘空文庫形式、カクヨム記法のルビ対応など、様々な文字装飾機能で文字を表
現力豊かに表示でき、ワープロソフトに匹敵するレベルで印刷できます。

また、「Word ファイル（docx）」形式、「PDF」形式、「EPUB」形式といったファイルでの出力にも対応してお
り、多彩なアウトプットを可能にしています。

WZ Editor が起点となり、今や標準ともいえる行頭の「.（ピリオド）」を活用した「WZ 形式」のアウトライン
機能も活用でき、思考の整理にも活用できます。内蔵辞書を活用した「スマート入力」機能により、思考の動き
を逃さないスピーディな文字入力も実現しました。

カスタマイズにより、ユーザーインターフェースの自由度が高いのもポイントです。これに、基本となる画面表
示である「標準モード」にくわえて「下書きモード」「プレーンモード」と 3 つのモードを組み合わせることで、
使用者の使用目的に応じた多彩な執筆環境を構築できます。

WZW3 は原稿のインプットからアウトプットまで一貫して使用できる、執筆環境の中核を担うツールとして、
小説家や記者、ライターの皆様の快い原稿作成を支援します。

1-2. WZW3 の主な特徴

WZW3 の主な特徴は以下の 3 点です。

【特徴 1】 縦書きでも、横書きでも高速で安定した動作
縦書きでも、横書きでも WZW3 の動作は高速で安定しています。一般的なワープロ等とは比べ物にならない素
早い動作により、ストレスなく快適に原稿を執筆できます。Microsoft Word など、一部のワープロソフトが対
応していない、縦書きテキストの横方向スクロール（別名：巻物スクロール）にも対応しています。

※縦書き表示は、［表示］メニューの［縦書き（一時設定）］、または、［表示］メニューの［設定］−[基本]−
[縦書き]で設定します。
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【特徴 2】 多様な表現力を活用した文書作成
小説、論文、記事など、幅広い原稿執筆スタイルに対応しています。

作成する原稿の用途に合わせて、複数の設定を「スタイル」として登録しておけば、瞬時に切り替えて使用でき
ます。WZW3 にはあらかじめ、A4 サイズ、B5 サイズ用の縦書き、横書きのスタイルがいくつか登録されてい
ます。これを元に、お好みのスタイルを作り上げることも可能です。

※WZW3 の表示に関する設定は、主に［表示］メニューの［設定］からおこないます。

【特徴 3】 執筆者の手に馴染むカスタマイズ性の高さ
前述のスタイル以外にも、ユーザーの好みや作業スタイルに合わせて、ユーザーインターフェースや機能、キー
ボードの割り当て等を自由自在にカスタマイズすることができます。自分専用の執筆環境を構築できます。

1-3.【新機能】 Microsoft Word ファイル（docx）形式への対応

新機能の中で今回最も注目すべきものは、Microsoft Word ファイル（docx）形式への対応です。Microsoft Wor
d 2007 以降の拡張子「.docx」形式に書式付きでファイルを出力するだけでなく、docx ファイルの閲覧、WZW
3 形式のテキストへの変換、検索、抽出、アウトラインに対応しています。さらに Word ファイル（docx）の G
rep 検索も可能になりました。

Word ファイル（docx）に対応したことで、WZW3 は Word との互換性を確保しながら、テキストエディタなら
ではの軽快な操作性を維持し、快適な執筆環境を構築できるようになりました。

ただし、WZW3 と Microsoft Word との互換性は完全ではありませんのでご注意ください。Microsoft Word 特
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有の高度な書式設定や編集機能、校正機能には完全に対応していません。Word ファイル（docx）を提出する際
は、最終的に Word で文書を開いて確認することをお勧めします。

【新】 Word ファイル (docx) 出力（保存）に対応
Word ファイル（docx）形式での出力（保存）は執筆者にとってメリットが大きい機能です。この機能により、
近年、原稿の提出書式として一般化している Word ファイル（docx）と WZW3 との間でスムーズなテキストの
やり取りが可能になり、執筆効率が大幅に向上しました。

WZW3 で Word ファイル（docx）形式で出力（保存）すると、横書き／縦書き、縦中横、見出し、ルビ、傍点、
傍線、上付き、下付き、太字、下線、斜体、割注、脚注、画像、ページサイズ、およその文字数、行数指定など
WZW3 で指定した書式が反映された状態で保存されます。これにより、WZW3 で作成した文書の見た目を Wor
d 上で再現することができます。

【新】 Word ファイルのテンプレートに合わせて出力可能
最近では、出版社から渡された Word のテンプレートに原稿を入力して入稿するケースが増加しています。WZ
W3 は、様々な Word のテンプレートを読み込み、これに合わせた形でテキストファイルを Word ファイル（do
cx）形式にして出力することができます。

これまでは、テキストエディタから、コピー＆ペーストで Word へと原稿を写し、それから Word のスタイル
（書式）をあらためて適用する必要があり、手間と時間がかかっていました。しかし、WZW3 なら、［出力先］ 
に ［DOCX(Word)］ を選ぶだけで、書式付きの Word ファイル（docx）が出力できるため、無駄な時間が不要
になりました。

【新】 Word ファイル（docx）閲覧と Grep 検索が可能に
Word ファイル（docx）の閲覧も便利な機能です。WZW3 で docx ファイルを開き、文書の内容をプレビュー表
示できます。WZW3 で手軽に Word ファイル（docx）の内容の確認やスタイルのチェックをすることが可能に
なりました。

次項で説明するように、直接編集はできませんが、Word ファイル（docx）を WZW3 形式のテキストファイル
に変換することもできるため、Word との互換性を確保しながら快適に執筆できます。ただし、WZW3 と Micro
soft Word との互換性は完全ではありませんのでご注意ください。

Grep 機能を使い、Word ファイル（docx）を検索することもできます。これまで、Word ファイルの検索に『W
indows の検索（Windows Search）』を使っていた方は、ファイル検索に WZW3 の Grep 機能を利用する運用方
法に変更することで、ファイル検索を素早くできる可能性があります。
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※この設定方法は、WZ Writing Editor 3 ガイドブックの「改訂 2 版 ② 原稿作成の基本」第 3 章 3-3 をご参照く
ださい（いくつかの制限があります）。

【新】 Word ファイルのテキストファイルへの変換を実現
WZW3 は、Word ファイル（docx）の直接編集はできませんが、閲覧している必要な範囲、または全文書を WZ
W3 形式のテキストファイル（txt）に変換することができます。

まず、WZW3 の［ファイル]−［開く］から「*.docx」を選び、Word ファイル（docx）を開きます。つぎに
［表示］メニューで「タグ」を OFF にしてから、必要な範囲を「選択」して「コピー」します。最後に別ファ
イルに「貼り付け」ることで Word ファイル（docx）を WZW3 形式のテキストファイル（txt）に変換できます。

このとき、Word ファイル（docx）から変換できるのは、見出し、ルビ、傍点と丸傍傍点、上付き、下付き、太
字、下線、斜体、割注、改ページの指定です。これらの書式が「貼り付け」先の WZW3 形式のテキストファイ
ルに反映されます。

※本機能については、続刊の『WZ Writing Editor 3 ガイドブック③ Word 時代の WZW3 活用法（仮題）』で解
説する予定です。

1-4.【新機能】 「タイプライターモード」の実装

新たに搭載された「タイプライターモード」は執筆中の行を常に画面内の指定した位置に固定表示する機能です。

この機能は、⻑時間の執筆作業をより快適にするために設計されています。タイプライターモードがオンになる
と、入力中の行が常に固定されます。そのため、執筆中に視線を上下に動かす必要がなくなり、より自然な姿勢
で作業を続けることができます。視線移動が少なくなることで、目の疲れも軽減され、集中しやすいと感じる方
も多いでしょう。

一般的なタイプライター表示機能は、画面中央に執筆中の行を固定することが多いようですが、WZW3 の場合、
固定位置を画面内の上からのパーセンテージ（％）で自由に指定することができます。

「タイプライターモード」の設定は、メニューの［表示］−［設定］で開くダイアログの［表示］タブにある、
［カーソルの固定位置］と［固定位置（縦書き）］でおこないます。

ここに「タイプライターモード」セクションがあり、［カーソルの固定位置］と［固定位置（縦書き）］で設定し
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ます。なお、「ページめくり」がオンの設定時、または、「段組」が 2 以上の場合、タイプライターモードは無効
になります。

WZW3 が下書き表示のときは、「カーソル行以外を小さく表示」することで、カーソルの行を他より大きく表示
させ、目立たせることもできます。「表示サイズ」を任意で設定できるため、さらに集中しやすい表示にカスタ
マイズできます。

1-5.【新機能】 「プレーンモード」の導入

WZW3 の「プレーンモード」とは、執筆に集中するための全画面表示モードのことです。プレーンモードをオ
ンにするとエディタ画面からメニューやステータスバーといった要素が表示されなくなり、テキスト編集に専念
できるプレーンな環境に切り替わります。他のエディタなどでは「Zen モード」や「集中モード」と呼ばれてい
る機能です。

プレーンモードでは、メニューバー、ツールバー、ステータスバーなどの画面要素が非表示になり、テキストが
ウィンドウいっぱいに表示されるため、小型のノート PC など画面が狭い環境でも文字が読みやすくなり、画面
全体を原稿作成用のスペースとして活用できるメリットもあります。

プレーンモードで表示しているときは、マウスカーソルを画面上部に移動させることで、メニューやツールバー
を一時的に表示することができるので操作に迷うことはありません。

プレーンモードを有効にするには、［ウィンドウ］メニューから「プレーンモード」を選択するか、文字表示エ
リア上で右クリックをして表示されるメニューから「プレーンモード」を選びます。

また、常にプレーンモードにしたい場合は、メニューの［設定］ダイアログの［インターフェース］タブにある
「プレーンモード」のチェックボックスをオンにして、プレーンモードをデフォルトにしておきます。
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プレーンモードは、WZW3 の他の機能と組み合わせることでさらに効果を発揮します。例えば、タイプライタ
ーモードと併用することで、より集中しやすい環境を作ることができるでしょう。

1-6.【新機能】マークダウン（Markdown）の貼り付け

WZW3 のバージョン 3.0.6 には、生成 AI などで出力されるマークダウン形式のテキストを、クリップボードを
経由させることで WZW3 で読みやすい形式に変換して取り込む、「マークダウンを貼り付け」機能が搭載されま
した。

これは、クリップボードにあるマークダウンの記号（#や*など）を取り除き、WZW3 標準の「見出し（行頭の
ピリオド）」や「箇条書き」に変換して貼り付ける機能です。マークダウンそのものを編集するのではなく、生
成 AI の回答などを、使い慣れた WZW3 の表示設定（色分けや強調）で快適に閲覧、確認する場合に便利です。

※なお、マークダウン記号を維持したまま本格的な編集をおこないたい場合は、WYSIWYG でマークダウンが編
集できる『WZ Markdown Editor』の併用をおすすめします。

『WZ Markdown Editor 公式ページ』
https://www.wzsoft.jp/wzme/

＜変換内容＞
・マークダウンの「#」による見出しを、WZ 形式（行頭の半角ピリオド）に変換
・半角アスタリスク「*」を使った箇条書きを、WZ の全角箇条書き「・」に変換
・「**」といった文字装飾記号を削除
・空行を削除（トルツメ）

◇「マークダウンを貼り付け」の利用例
ここでは ChatGPT での利用を例に「マークダウンを貼り付け」の手順を説明します。まず、ChatGPT に対し
て質問をおこないます。
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（手順 1）ChatGPT の回答を「コピーボタン」でコピーする
回答の下にある「コピー（クリップボードにコピー）」アイコンをクリックします。

ここがポイントです。マウスでテキストを範囲を選択したり、Ctrl+A でコピーするのではなく、このボタンを
使うことで、ChatGPT の回答が見出し記号（#）などが含まれたマークダウン形式としてコピーできます。

（手順 2）WZW3 に貼り付ける
WZW3 の編集画面で、通常の貼り付けを使用した場合と、［マークダウンを貼り付け］を使用した場合とで、貼
り付けの結果を比較してみましょう。
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＜通常の貼り付け（Ctrl+V）の場合＞
マークダウンの記号が入ったテキストがそのまま貼り付けられます。WZ 形式として構造化がされていないため、
メリハリがなく、少々読みづらい状態になります。

＜［編集］メニューの［マークダウンを貼り付け］を使用した場合＞
クリップボードにある ChatGPT の回答を、貼り付けたい場所にカーソルを動かし、［マークダウンを貼り付け］
を選択します

WZW3 上にマークダウンの記号が自動的に取り除かれ、WZ 形式の見出し（行頭のピリオド）等に変換されま
す。これにより、WZW3 側で設定している『見出しのフォントや色』、『文字サイズ』などが適応され、構造化
された文章は快適に読み進められます。
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このように WZW3 の［マークダウンを貼り付け］機能は、マークダウンの文書編集用ではなく、生成 AI の回答
などクリップボード経由で出力される外部テキストを WZ 形式に変換して、WZW3 上で快適に閲覧する補助的
な機能です。
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第 2 章 インストールと初期設定

WZW3 のインストールは 4 ステップで完了します。この章では、ダウンロードからインストール、初回起動時
の設定、テキストファイルとの関連付けまでを説明します。

【STEP 1】 セットアッププログラムをダウンロードする

WZW3 のセットアッププログラムは、単一の実行ファイル（約 20MB）です。まず、以下の手順でセットアッ
ププログラムをダウンロードしてください。

(1-1) 公式 WEB サイトを開く
まず、WZW3 の公式 WEB サイトにアクセスしてください。

◆WZ Writing Editor 3 Word 対応テキストエディタ
https://www.wzsoft.jp/wzw3/

(1-2) セットアッププログラムをダウンロードする
公式 WEB サイトが開いたら、右上にある、［ 製品版・体験版ダウンロード ］ をクリックします。開いたページ
で［ 製品版ダウンロード ］ をクリックするとセットアッププログラムのダウンロードがはじまります。

◆ダウンロード時に「警告」が出てしまったら？
WZW3 のダウンロードは Microsoft Edge ブラウザが推奨されていますが、ダウンロード時に警告が表示される
ことがあります。

この場合は、まず「もっと見る」をクリック後、「保存」を選択して、次に「詳細オプション」から「保持する」
を選び、セットアッププログラムを PC に保存してください。WZW3 のセットアッププログラムの安全性は WZ 
soft により確認されています。
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他のブラウザでも同様の警告が表示される可能性がありますが、基本的な対処方法は同じです。どうしてもうま
くいかない場合は、Microsoft Edge ブラウザで再度お試しください。

◆ダウンロードが進行しないときは？
お使いのアンチウイルスソフト（ウイルス対策ソフト）や広告ブロッカーソフトの設定により、ダウンロードが
開始せず、あるいは停止することがあります。「ファイルが見つからない」といった主旨のメッセージが表示さ
れる場合は、アンチウイルスソフトや広告ブロッカーの設定を見直すか、WZW3 のセットアッププログラムを
ダウンロードするときに限り、それらを一時的に停止させてから、再度、ダウンロードをお試しください。

◆ファイルが保存できないときは？
お使いのアンチウイルスソフト（ウイルス対策ソフト）のランサムウエア防止機能などが機能していると、特定
のフォルダにファイルを保存できないことがあります。「ファイルが保存できない」といった主旨のメッセージ
が表示される場合は、アンチウイルスソフトのフォルダ等へのアクセス機能等の設定を見直してください。

【STEP 2】 WZW3 をインストールする

ダウンロードしたセットアッププログラムを実行してインストールをおこないます。

(2-1) ダウンロードした wzw3xxxx.exe の実行
ダウンロードした WZW3 のセットアッププログラム（wzw3xxxx.exe）をダブルクリックして実行します。

(2-2)Windows SmartScreen の警告への対応
Windows SmartScreen の警告が表示されるので、ダイアログにある「詳細情報」をクリックして、「実行」を
選択します。WZW3 のセットアッププログラムの安全性は WZ soft により確認されていますので、実行しても
問題はありません。
警告が表示されない場合は、そのまま次へ進んでください。
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(2-3) インストール開始
Windows SmartScreen の警告対応を終えると、自動的にインストールがはじまります。インストール先のフォ
ルダは標準では、以下となります。

◇ プログラム
C:\Program Files (x86)\WZ WRITE 3
または
C:\Program Files\WZ Write 3

◇ 設定保存フォルダ
C:\Users\ユーザー名\AppData\Roaming\WZSoftware\wzw3

◆インストール中にアンチウイルスソフトが反応したら？
インストール中にアンチウイルスソフトの警告が表示される場合があります。その場合は一時的にウイルス対策
ソフトを無効にしてから、上記の(2-1)から、再度インストールを試みてください。繰り返しになりますが、WZ
W3 のセットアッププログラムの安全性は WZ soft により確認されていますので、問題ありません。下図は『ウ
イルスバスター』での表示例です。

また、フォルダなどへの書き込み等に関する警告が表示される場合もあります。この場合は、アンチウイルスソ
フトの設定手順に従って、該当するフォルダへの書き込みなどを「許可」に設定するなどしてください。その上
で、上の(2-1)の手順から、再度インストールを試みてください。

(2-4) シリアル番号とライセンスキーの入力
インストール中にシリアル番号とライセンスキーの入力を促すダイアログが表示されます。
ここに WZW3 購入後、メールで受け取ったご自身のシリアル番号とライセンスキーを入力します。入力が完了
するとさらにインストールが進行します。
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※シリアル番号とライセンスキーはとても大切なものです。届いたメールを保存されるか、必ずお控えください。

【STEP 3】 初回起動時の設定をする

インストールが完了すると、WZW3 を起動します。スタートメニューとデスクトップに「WZ Write 3」の起動
アイコンが作成されます。

(3-1) セットアップ処理の終了を待つ
WZW3 のセットアップ処理がおこなわれます。約 1 分ほどお待ちください。

(3-2) 初回起動時の設定画面が開く
基本的に、初回起動時には特別な設定は必要ないと思っていただいて問題ありません（あとから設定は変更でき
ます）。バージョンアップされた方がご自身の設定をしたい場合以外は、デフォルトの設定で使用を開始しても
大丈夫です。ここでインストールは完了です。
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(3-3) 前バージョンから設定を引き継ぐ（バージョンアップ）
これまで「WZ Writing Editor 2」（以下、WZW2）を使用していて、WZW3 にバージョンアップした方は、設定
を引き継ぐことができます。以下の操作をおこなってください。

◯［ウィンドウ］メニューから、［バージョン情報］を選び、表示されたダイアログで ［WZW2 の設定引継］ 
をクリックします。

【STEP 4】 テキストファイルとの関連付けを設定する

Windows の仕様が変わり、インストール時に自動的にテキストファイルとの関連付けはおこなわれなくなって
います。テキストファイル（.txt）をダブルクリックしたら、WZW3 が起動するように設定するには、下記の手
順で関連付けを変更してください。

(4-1) WZW3 で必要情報を取得する
(4-1-1) メニューの［ウィンドウ］から、［バージョン情報］を選択します。

(4-1-2) 開いたダイアログで ［関連付け情報のコピー］ をクリックします。
(4-1-3) 情報をクリップボードにコピーした旨のメッセージが表示されたら ［OK］ します。
※これ以降、設定が完了するまで、Windows 上で「コピー」の操作をしないでください。

Windows11 ユーザーの方は(2a)、Windows10 ユーザーの方は(2b）へ進みます。

(4-2a) Windows11 で関連付け情報を変更する
Windows11 での関連付けの操作を説明します。

(4-2a-1) Windows のエクスプローラ上で、関連付けをしたいファイルを右クリックします。
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(4-2a-2) 表示されたメニューから［プログラムから開く］をポイントして ［別のプログラムを選択］ または 
［規定のプログラムの選択］ をクリックします。
(4-2a-3) 開いたダイアログを下までスクロールさせ ［PC でアプリを選択する］ をクリック。

(4-2a-4) さらに開いたダイアログの ［ファイル名］ にカーソルを移動させ、［CTRL + V ］または、右クリック
をして［貼り付け］をし、上の(1-3)でコピーした関連付け情報を貼り付け、［OK］をクリックします。

(4-2a-5) 再び「アプリを選択して.txt ファイルを開く」ダイアログが開きます。
(4-2a-6) 一覧にある「WZ Writing Editor 3」を選択し、下にある［常に開く］をクリックすると関連付けが終
了します。

(4-2b) Windows10 で関連付け情報を変更する
Windows10 での関連付けの操作を説明します。
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(4-2b-1) Windows のエクスプローラ上で、関連付けをしたいファイルを右クリックします。
(4-2b-2) 表示されたメニューから［プログラムから開く］をポイントして［別のプログラムを選択］ または 
［規定のプログラムの選択］ をクリックします。
(4-2b-3) 開いたダイアログの最下部にあるチェックボックス、［常にこのアプリを使って.txt ファイルを開く］ 
に ［レ］を入れ、ON にします。または、［すべての.txt ファイルをこのアプリで開く］ を ON にします。
このダイアログを閉じずに次の手順に進みます。

(4-2b-4) 上の(4-2b2-3) のダイアログを下までスクロールさせ、［その他のアプリ］ または ［その他のオプショ
ン］ をクリックします。
(4-2b-5) 開いたダイアログで、［この PC で別のアプリを探す］ をクリックします。
(4-2b-6) さらに開いたダイアログの ［ファイル名］ にカーソルを移動させ、［CTRL + V ］または、右クリック
をして［貼り付け］をし、上の(1-3)でコピーした関連付け情報を貼り付け、［OK］をクリックします。
(4-2b-7) 関連付けが完了します。
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第 3 章 3 つのモードの特徴と切り替え方法

WZW3 では、効率的な文章作成をサポートするために「標準モード」「下書きモード」「プレーンモード」の 3
つの表示モードを提供しています。この章では、各モードの特徴と切り替え方法を説明します。

各モードを目的や段階に応じて使い分けることで、効率的よく、快適な執筆が可能になります。例えば、アイデ
アの整理や下書き段階では下書きモードやプレーンモードを使用し、最終的な仕上げの段階で標準モードに切り
替えるといった使い方ができます。モードの切り替えは、作業中いつでも簡単におこなえるので、執筆の状況や
気分に応じて最適なモードを選択してください。

3-1. 標準モードの特徴と切り替え方法

WZW3 のデフォルト表示は「標準モード」です。

「標準モード」は、通常の編集作業に適しています。ワープロのように文書の印刷イメージに近い表示で編集で
きる、WZW3 特有のモードです。スタイル設定に基づいて文書を表示します。表示をカスタマイズしたいとき
はスタイルの設定を変更してください。

◇「標準モード」の特徴
・文書を印刷する場合や、Word ファイル（docx）出力、PDF 出力、EPUB 出力するときの見た目に近い状態で

編集できます。
・スタイルなど、設定した書式や装飾が表示に反映されます。

◇「標準モード」への切り替え方法
◯「下書き」モードから切り替えるには、メニューの［表示］にある［下書き］のチェックを外します。
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◯「プレーン」モードから切り替えるには、画面上を右クリックして ［プレーンモード］ のチェックを外すか
（下図）、メニューの ［ウィンドウ］ で、［プレーンモード］のチェックを外します。

3-2. 下書きモードの特徴と切り替え方法

「下書きモード」は、高速なテキスト表示と編集に特化しています。設定したフォントのみで文書が表示される、
一般的なテキストエディタの表示方法に近いモードです。

表示速度は標準モードの約 2 倍です。装飾や複雑な体裁設定が省略されるため、テキストの内容に集中できるの
がメリットです。

◇「下書きモード」の特徴
・組版、装飾、複雑な体裁設定がされないため、高速にテキストを表示、編集することができます。
・「下書きスタイル」の設定に基づいて画面表示されます。

◇「下書きモード」への切り替え方法
◯メニューの ［表示］ にある ［下書き］ にチェックを入れます。

◯ツールバーの ［下書き］ チェックボックスを ON にすることでも「下書きモード」に切り替えることができ
ます。
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3-3. プレーンモードの特徴と切り替え方法

「プレーンモード」は、文字装飾や段落書式だけでなく、WZW3 のメニューやウィンドウも一時的に非表示に
する最もシンプルな表示モードです。集中しやすく、テキストの構造や内容に焦点を当てた作業に適しています。
他のエディタでは「Zen（禅）モード」や「集中モード」と呼ばれているモードです。

◇「プレーンモード」の特徴
・メニューやステータスバーを省き、テキストをウィンドウいっぱいに表示します。
・テキストのみに集中して、執筆、編集できます。

◇「プレーンモード」への切り替え方法
◯メニューの ［ウィンドウ］ で、［プレーンモード］を選択し、次に、マウスポインタをウィンドウ上部に移動
するとメニューが表示されるので、［ウィンドウ］ で［全画面表示］を選択します。

◯画面上を右クリックして ［プレーンモード］ にチェックを入れます（選択します）。もう一度、画面上を右ク
リックして、［全画面表示］を選択します。

3-4.「モード」と「スタイル」を組み合わせる

WZW3 は、「標準モード」「下書きモード」のどちらもが「プレーンモード」を利用することができます。この
ため、多彩な画面モードと書式（スタイル）を組み合わせて、執筆の状況や好みに合わせて、自由自在に執筆環
境を構築できます。

3-5.「ダークモード」を設定する

ダークモードとは、パソコンの画面表示を、⿊背景の基調に切り替え、文字を⽩など明るい色で表示した状態の
ことをいいます。

背景が暗くなり、文字やアイコンが明るい配色となることで、暗い環境等での視認性が向上します。有機 EL デ
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ィスプレイを搭載した機器では、バッテリー消費を抑える効果も期待できるもので、Windows でもテーマの一
つとして選択できるようになりました。

WZW3 は、Version 3.0.3 にてツールバーにダークモード（ダーク）とライトモード（ライト）の切替ボタンを
つけました。
このことにより、ライトモードとダークモードが瞬時に切り替え可能となりました。

また、「色分け」機能を用いてダークモードを表現することもできます。

【STEP 1】
メニューの［表示］から［設定］を選びます。

【STEP 2】
設定ダイアログの「色分け」タブを開きます。

【STEP 3】
「基本色」セクションにある「本文」の色を緑や⽩といった好みの色にし、「本文背景」を⿊に設定します。
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第 4 章 ヘルプの活用方法とサポート窓口

WZW3 を効果的に使用するためには、ヘルプ機能とサポートを適切に活用することが重要です。この章では、
内蔵ヘルプの使い方、オンラインマニュアルの活用法、そしてサポート窓口の利用方法について説明します。

4-1.ヘルプの使い方

WZW3 には充実したヘルプが用意されています。
マニュアルとしてのヘルプには、WZW3 に搭載されているヘルプとオンラインヘルプ（7-2 参照）があり、必要
に応じて使い分けることができます。この機会に、まず一度、いずれかのヘルプをお読みいただくことをお勧め
いたします。

次に、場面に応じてマウスポインタに反応してヘルプが表示される「チップヘルプ」機能（第 5 章 5-2 参照）、
「メニューヘルプ」機能も搭載されています。

◇WZW3 搭載ヘルプ
【STEP 1】
メニューから［ウィンドウ］を選び、［ヘルプ］をクリックすると、ヘルプウィンドウが表示されます。

【STEP 2】
左側の目次から必要な項目を選び、ヘルプを参照できます。

【STEP 3】
ヘルプウィンドウ上部の検索ボックスで、知りたい機能や操作のキーワードで内容を検索できます。

◇「チップヘルプ」の使い方
設定ダイアログ内のマウスポインタに反応してヘルプが表示される「チップヘルプ」機能については、第 5 章 5
-2 を参照ください。

◇「メニューヘルプ」の使い方
WZW3 では、メニュー上でマウスポインタを停止させると、該当するヘルプが表示される「メニューヘルプ」
機能が搭載されています。メニューヘルプを表示させるには次の手順で操作します。
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【STEP 1】
メニューの［ウィンドウ］で、「メニューヘルプを表示」にチェックが入っているかを確認してください。入っ
ていない場合はこれを選択して、チェックを入れます。

【STEP 2】
メニュー内で、説明が必要な項目にマウスカーソルを合わせ、少しだけ待ちます。

【STEP 3】
該当項目に関するヘルプ内容がポップアップ形式で表示されます。

4-2.公式 WEB サイト・オンラインマニュアルの活用

WZW3 の公式 WEB サイトには、より詳細な情報や最新の更新情報を提供するオンラインマニュアルがあります。
公式 WEB サイトは、WZW3 メニューから開くことができます。

公式 WEB サイトには更新情報や、最新情報が掲載されていますので定期的なチェックをお勧めします。

◇公式 WEB サイト
◯メニューから［ウィンドウ］を選び、［ホームページ］をクリックすると、既定のブラウザで公式 WEB サイ
トが開きます。
https://www.wzsoft.jp/wzw3/
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◇WZW3 オンラインマニュアル
◯公式 WEB サイトのメニューで「マニュアル」をクリックします。

◯直接、マニュアルの URL を開きます。
https://www.wzsoft.jp/wzw3/help/index.html

4-3.サポート窓口の利用方法

WZW3 の製品版ユーザーは、テクニカルサポートを利用することができます。サポートの受付は公式 WEB サイ
トでおこなわれています。公式 WEB サイトのメニューから「サポート」を選ぶか、以下の URL から［ テクニ
カルサポート ］を利用します。電話やファクシミリ、書面によるサポートはおこなわれていません。

◇テクニカルサポート利用の前に
テクニカルサポートを利用する前に以下のチェックをおこない、できるだけ第三者が再現できる内容に整理して
問い合わせるとスムーズに進行します。

＜チェックポイント 1＞ヘルプ、オンラインマニュアルで解決しないか確認してみる

＜チェックポイント 2＞ご自身で行ったカスタマイズや設定が問題の原因となっていないか確認する。

＜チェックポイント 3＞ウイルス対策ソフト、広告削除ソフトといった WZW3 の動作に関係がありそうな常駐
ソフトを一時的に無効にして、問題が再現するか確認してみる。

＜チェックポイント 4＞公式 WEB サイトでお使いの WZW3 が最新版かを確認し、古ければバージョンアップす
る。その際、公式 WEB サイトの「アップデート」で問題が解決されているか、「サポート」ページ等に類似の
問題と解決策が掲載されていないかをチェックする
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◇WZ Writing Editor 3 サポート窓口
https://www.wzsoft.jp/wzw3/support.html

◇最新情報は「wzdev」（X アカウント）から入手
最新情報は、WZW3 開発元の X（旧 Twitter）アカウント「wzdev」から得ることもできます。フォローしてお
くと、新しい情報をいち早くキャッチできます。

https://x.com/wzdev

また、WZ 関連情報アカウント「WZwitter」も開設されています。

https://x.com/WZwitter

これらのリソースを適切に活用することで、WZ シリーズが効果的に使用できるようになり、問題解決もスムー
ズにおこなえる可能性が高まります。
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